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　まず衛星画像解析では，11 年間の 7・8 月における衛星 NOAAの画像（可視，近赤外，赤外）を用いた。
波長帯別の画像データを解析し，植生活性指標（NDVI）を求め，この値の低い陸域を都市域とした。都市
域では郊外に比べ緑が少ないため，NDVIは都市域を適切に把握することができる。つぎに対象地域に大規














　12 日間の地上観測を総合すると，都市の雲の発生時間帯は午前 8時から 11 時半，消滅時間帯は午後 1時














審 査 の 結 果 の 要 旨
　この研究は都市と郊外にできる気温差により，夏季の晴天日にしばしば小積雲が発生することを，衛星観
測や現地観則により明らかにした。このような雲については，過去にも研究が行われているが，都市の構造
をそのまま反映した雲の発生を気候学的に確認できたおそらく世界ではじめての研究と思われる。さらに数
値モデルによりこれを再現し，都市の熱が雲の生成ばかりではなく，郊外における雲の抑制効果があること
を示したことは，小積雲を生成する混合層内の対流活動の理解に，大きく貢献するものと思われる。これら
のことから，この論文は学位論文にふさわしい価値があると判断できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
